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研究成果の概要： 

 
睡眠呼吸障害（sleep disordered breathing: SDB）および鼻閉によって認知機能低下が生じ

るかどうか，またその認知機能低下がどういった機序によって生じているのかを明らかとする
ため，事象関連電位(event-related potential: ERP)の一つである P300 を用い検討した． 
SDB 患者群や鼻閉のある群ではコントロール群に比し，P300 潜時が有意に延長していた．閉塞
型の SDB 患者群での P300 潜時延長は年齢や罹病期間と相関していた． また鼻閉は SDB とは異
なる機序で認知機能低下に影響をおよぼしている可能性が示唆された． 
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１．研究開始当初の背景 

 

睡眠時無呼吸症候群（SAS）は大きないび

き，繰り返す睡眠中の呼吸停止とともに，非

常に強い日中過眠をきたす疾患群である．平

成１５年２月に起きた「新幹線運転士の居眠

り運転」の原因がＳＡＳであったことを受け，

国土交通省はＳＡＳに対するマニュアルお



よび全国医療機関リストを作成し，各交通機

関に送付するとともに，運転業務におけるＳ

ＡＳ診療の必要性を通達している．以前から

ＳＡＳ患者に自動車事故の発生が多いこと

はよく知られていたが，最近では産業医学の

分野でもＳＡＳにおける作業効率低下やヒ

ューマンエラーについて注目されるように

なっている．このような社会的関心の高まり

によって，ＳＡＳにおける精神生理機能の劣

化に関するメカニズムの解明とその予防対

策の確立が求められるようになっている． 

事象関連電位(event-related potential: 

ERP) とは，外的あるいは内的な事象に時間

的に関連して生じる脳の一過性の電位変動

であり，近年認知生理機能の客観的評価方法

として注目されている． 

ＳＡＳ患者の精神生理機能評価には，自己記

入式の手法がとられることが多いが，客観的

な手法である事象関連電位を応用すること

により，さらなる病態の解明が期待される． 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究では，認知処理能力を客観的に評価

できる事象関連電位（Ｐ３００）を用い，Ｓ

ＡＳ患者における精神生理機能の劣化が，ど

のような病態に強く影響を受けるのかにつ

いて多面的な視点から検討を行い，ＳＡＳ患

者の管理，とくに産業医療現場におけるリス

クマネジメントを行う上での応用の可能性

について検討することを目的とする．さらに，

SAS の主要因の一つである鼻閉についても，

同様な検討を行う． 

 

 

３．研究の方法 

 

（１）精神生理機能と PSG パラメータの検討 

 

認知能力の客観的評価として、事象関連電

位（P300）を測定し、潜時の測定を行った．

P300 測定には聴覚オドボール，ボタン押し課

題（標的刺激 2000Hz, 80%, 標準刺激 1000Hz, 

80%)を用いた．潜時の延長の有無及びその程

度と睡眠ポリグラフ検査で得られた各パラ

メータ（無呼吸低呼吸指数：AHI、酸素飽和

度低下指数：ODI、徐波睡眠の割合：％SWS）

を比較し、精神生理機能に影響を与える PSG

パラメータについて検討した． 

 

（２）閉塞型睡眠時無呼吸症候群（OSAS）と

中枢型睡眠時無呼吸症候群（CSAS）の比較 

 

CSAS は SAS 全体の４％を占めるに過ぎず、

比較的まれな疾患とされているが、うっ血性

心不全や徐脈性不整脈を持つ患者には高率

に認められ、中枢型無呼吸の出現は患者の生

命予後に大きな影響を与えることが知られ

ている。SAS における日中傾眠は、努力性呼

吸に伴う微小覚醒が一因とされており、努力

呼吸を伴わない CSAS では OSAS と比し、精神

生理機能の劣化は軽度であることが推察さ

れるが、CSAS 患者が少ないことから、十分な

検討は行われていない。 

本研究ではペースメーカ外来に受診し、CSAS

と診断された患者と耳鼻咽喉科にて OSAS と

診断された患者において、１の検討で得られ

た精神生理機能に影響を与える PSGパラメー

タをマッチさせ、OSAS と CSAS の病態の差違

が精神生理機能に与える影響について検討

を行った． 

 

（３）鼻閉の認知機能に対する影響の検討 

 

①正常ボランティアを対象として正常鼻呼

吸時および人為的鼻閉（ワセリン綿球を鼻内

に詰める）時の P300 を測定し，人為的鼻閉

の認知機能に与える即時的影響を検討した． 

 



②鼻腔通気改善術施行例を対象として，術前，

術後鼻内ガーゼパッキング時，鼻内ガーゼ除

去直後，術後１週間の４つの異なる鼻腔状況

で，鼻腔通気検査，P300 の測定を行い，鼻腔

形態の変化による認知機能の変化について

検討した． 

 

 

４．研究成果 

 

（１）精神生理機能と PSG パラメータの検討 

 

SAS 患者群ではコントロール群に比し，

P300 潜時が有意に延長していたが，無呼吸低

呼吸指数：AHI、酸素飽和度低下指数：ODI、

徐波睡眠の割合：％SWS の PSG パラメータと

はいずれも相関を認めなかったが，年齢や罹

病期間との相関が認められた． 

 

（２）閉塞型睡眠時無呼吸症候群（OSAS）と

中枢型睡眠時無呼吸症候群（CSAS）の比較 

 

OSAS群とCSAS群のP300潜時に有意な差は

認められなかった． OSAS 群では P300 潜時延

長に年齢や罹病期間との相関が認められた

が，CSAS 群では認められず，心不全などのそ

の他の因子の影響が推察された． 

 

（３）鼻閉の認知機能に対する影響の検討 

 

①ワセリン綿球による人為的鼻閉にて P300

は 8msec 延長した．  

  

②ガーゼパッキングによる数日間の人工的

鼻閉により，P300 潜時の平均 15.7mseec の延

長が認められ，ガーゼ抜去による鼻腔通気改

善とともに潜時は有意に短縮した．鼻内ガー

ゼ抜去による P300 潜時の短縮は抜去直後よ

り認められた．（図１，２）  

 

以上より，ワセリン綿球やガーゼパッキン

グによる人為的鼻閉は，睡眠中の呼吸障害と

は別のメカニズムを介して，P300 潜時延長を

引き起こしていることが示された．すなわち，

鼻閉は単独で認知機能低下に影響をす因子

である可能性が示唆された． 

 

 

 

   図１ 鼻閉時と正常日呼吸時の P300 

 

鼻内ガーゼ抜去当日群 鼻内ガーゼ抜去翌日群鼻内ガーゼ抜去当日群 鼻内ガーゼ抜去翌日群

 

図２鼻閉時と正常日呼吸時の P300(測定時

別) 
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